平成30年6月授与（環境情報学） by unknown
 
 
 
 
 
博 士 学 位 論 文 
 
 
内 容 の 要 旨 
お よ び 
審 査 結 果 の 要 旨 
 
 
甲 第 10 号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平 成 30年 度 
 
東京都市大学  
 
 
 
                 序 
 
本編は学位規則（昭和 28年 4月 1日文部省令第 9号）第 8条による 
公表を目的として、平成 30年度内に本学において博士の学位を授与した 
者の、論文内容の要旨および論文審査の結果の要旨を収録したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏  名（国籍） 佐野 真吾（日本） 
学 位 の 種 類  博 士（環境情報学） 
学 位 記 番 号  甲 第 10 号 
学位授与の日付 平成 30年 6月 12日 
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当 
学位論文主題  横浜市における止水性水生昆虫相の多様性および群集形成に必要な環境要因 
論文審査委員  (主査) 教授 吉 﨑  真 司 
教授 伊 坪 徳 宏      教授 飯 島 健 太 郎 
教授 林 正 美（埼玉大学）  教授 北 野 忠（東海大学） 
 
論文内容の要旨 
 
第 1章 序論 
止水域は、農地、貯水地、水質浄化の場など、人間活動の場として大変重要な水辺環境で
ある。また、止水域は、多種多様な止水性水生昆虫の生息地としても注目されている。しか
し、本研究の調査地とした神奈川県横浜市は、他地域と比較して都市化が進んでおり、止水
域の悪化や消失が著しいとされている。また、それに伴い止水性水生昆虫も減少している可
能性がある。よって、本研究では、都市部または都市に近い地域における止水性水生昆虫の
保全を目的とし、多様性および群集形成に影響を及ぼす環境要因を明らかにした。 
 
第 2章 方法 
調査対象とした止水性水生昆虫、横浜市内における調査地、止水性水生昆虫の多様性およ
び群集形成に影響を与えていると考えられる環境要素の設定をおこなった。 
 
第 3章 横浜市の止水性水生昆虫相 
神奈川県および横浜市における止水性水生昆虫の研究小史および背景を述べた上で、本調
査で確認された止水性水生昆虫の記録および 2006 年にまとめられた神奈川県のレッドデー
タブック以降に横浜市で記録された種についてまとめた。なお、横浜市および神奈川県にお
ける各種の現状や生態についても若干の知見を記載した。結果、本調査では、横浜市では 59
種が記録され、そのうち、神奈川県のレッドリスト（2006）に掲載されている種は 14 種、
環境省のレッドリスト（2017）に掲載されている種は 8種確認された。 
 
第 4章 止水性水生昆虫の種数に影響を及ぼす環境要因 
調査地とした 236地点における止水性水生昆虫の種数の比較を行った。また、止水性水生
昆虫の出現に影響を及ばしていると仮定した環境要素と各地点の種数から重回帰分析および
相関分析をおこない、出現種数に影響を及ぼす環境要素を明らかにした。結果、止水性水生
昆虫の種数が多い地点は、50 m 以内に隣接している林地の総面積、調査地の水辺面積、土
畔の面数、水際に植物が生えている面数、水辺の内部に生えている植物量の割合が影響を及
ぼしていることが考えられた。 
 
第 5章 止水性水生昆虫の群集形成に影響を及ぼす環境要因 
多変量解析で種の序列に基づく分類手法であるTWINSPAN法を用いて止水性水生昆虫群
集を表した。さらに、表された群集がどのような環境要素に影響を受けて形成されているの
か、群集内に属した種と設定した環境要素で、重回帰分析および相関分析をおこなった。結
果、横浜市には 6つの止水性水生昆虫群集が存在し、各群集によって群集形成に影響を受け
ている環境要素が異なることが明らかになった。 
 
第 6章 結論および今後の課題 
種の多様性に必要な環境要因および群集形成に必要な環境要因では取り扱わなかった農薬や
外来生物との関係を今後の課題とした。また、本研究で明らかになった環境要因をビオトー
プで再現し、実際に予想した種が出現するかを検証する必要性を述べた。さらに横浜市にお
ける止水性水生昆虫の保全に向けて、普及啓発を目的に横浜版レッドデータブックの作成を
提案した。 
論文審査の結果の要旨 
 
 淡水や海水によって冠水する、あるいは定期的に覆われる湿原、湖、池沼、河川、湧
水地、地下水系、塩性湿地などの湿地のうち、湿原、湖、池沼、溜池など、水の流れな
い淡水域を「止水域」というが、止水域は人間および生物にとって重要な自然環境であ
る。一方、生活史のうち一部でも水中または水面、水際の陸域で生活する昆虫を「水生
昆虫」と呼び、その中でも池沼、水田、湿原など流れない止水域を好み生息する種を「止
水性水生昆虫」と定義すると、それらには水生甲虫類、水生半翅類、トンボ類の幼虫が
含まれる。 
 1960 年代以降の高度経済成長期には、水田や溜池の改修、農薬散布などが行われ、
この時期に止水性水生昆虫が減少したであろうことが、多くの文献で示唆されている。
また、1980 年代後半になると、タガメやゲンゴロウなどの大型の止水性水生昆虫は、
ペット昆虫として注目され、ペットショップなどでも販売されるようになったことから、
乱獲などの採集圧の問題も起こっている。 
 1991年に発刊されたレッドデータブックでリストアップされた 207種の昆虫類のう
ち 18 種が止水性水生昆虫であり、更に 2014 年には全国版レッドデータブックが更新
され、新たに 50種以上の止水性水生昆虫が掲載されている。そして、止水性水生昆虫
の減少の要因として、水田や溜池の減少、乾田化、水路のコンクリート化、暗渠化、溜
池の改修や農薬・生活排水による水質の汚染・汚濁・夜間照明の増加、外来種の侵入な
ど、止水域の環境の悪化が指摘されている。 
 本研究は、上記した止水性水生昆虫を取り巻く様々な状況から、これまでほとんど対
象とされてこなかった市単位の広範囲における都市部または都市に近い地域に生息す
る止水性水生昆虫の保全を目的として、保全に必要な環境要因を明らかにすることとし
た。本論は、以下の 6章から構成されている。 
 
第1章 序論 
 止水域は、農地、貯水池、水質浄化の場など、人間活動の場として大変重要な水辺環
境である。また、多種多様な止水性水生昆虫の生息地としても注目されている。しかし、
本研究の対象地である神奈川県横浜市は、他地域と比較して都市化が進んでおり、止水
域の悪化や消失が著しいとされ、またそれに伴って止水性水生昆虫も減少している可能
性がある。よって、本研究ではまず研究の背景と目的を明確にしたうえで、国内におけ
る止水性水生昆虫に関する文献調査を行い、研究小史としてとりまとめた。また、研究
対象地の概要及び研究対象地として横浜市を選定した理由を述べた。 
 
第2章 研究方法 
 本章では、調査の対象とした止水性水生昆虫を記述し、具体的な調査地点 236カ所の
地点名、分布を明らかにするとともに、止水性水生昆虫の多様性および群集形成に影響
を与えていると考えられる環境要素の設定を行った。 
 
第3章 横浜市の止水性水生昆虫相 
 神奈川県及び横浜市における止水性水生昆虫の研究小史および背景を述べたうえで、
本調査で確認された止水性水生昆虫の記録及び 2006年にまとめられた神奈川県のレッ
ドデータブック以降に横浜市内で記録された種について取りまとめた。なお、横浜市及
び神奈川県における各種の現状や生態についても若干の知見を記載した。その結果、本
研究では横浜市で 59種の止水性水生昆虫が確認（記録）され、そのうち神奈川県レッ
ドリスト(2006)に掲載されている種は 14 種、環境省のレッドリスト(2017)に掲載され
ている種が 8種類確認されるなど、神奈川県及び横浜市における止水性水生昆虫相の把
握のために大きな価値ある成果が得られた。 
  
第4章 止水性水生昆虫の種数に影響を及ぼす環境要因 
 現地調査の対象とした横浜市内 236 地点における止水性水生昆虫の出現種数の比較
を行った。また、止水性水生昆虫の出現に影響を及ぼしていると考えられる環境要素と
各地点の出現種数から重回帰分析及び相関分析を行ったところ、出現種数に影響を環境
要素として、生息地から 50m の距離内に隣接している林地の総面積、調査地の水辺面
積、土畝の面数、水際に植物が生えている面数、水辺の内部に生えている植物量の割合
が影響を及ぼしているのではないかと推察された。 
 
第5章 止水性水生昆虫の群集形成に及ぼす環境要因 
多変量解析により種の序列に基づく分類手法である TWINSPAN法を用いて、止水性
水生昆虫群集を区分した。また区分された群集がどのような環境要素に影響を受けて形
成されているのか、群集内に属した種と、設定した環境要素を用いて重回帰分析及び相
関分析を行った。その結果、横浜市内では 6つの止水性水生昆虫群集が存在し、更に群
集によって群集形成に影響を及ぼす環境要素が異なることを明らかになった。このこと
は、今後ある場所にどのような条件を具備した環境を整えれば、どのような種を含む止
水性水生昆虫群集が形成されるのかを予測したり、目標となる群集を事前に設定できる
など、重要な示唆を与える成果が得られた。 
 
第6章 結論及び今後の課題 
 本研究において、横浜市において生息する止水性水生昆虫の種数の増減に影響を与え
ている要素として、50m 以内に隣接する林地の総面積などの環境要因が抽出でき、こ
れらと全 236調査地点で出現種数が多かった地点との照合から、多様性が高い環境とし
て「谷戸田」の環境が止水性水生昆虫の重要な生息地になっていることを明らかにする
ことができた。また谷戸田以外の地点でも、水際に植物が生えている面数、水辺の内部
に生えている植物量の割合が多いことが止水性水生昆虫の生息にとっては重要な要素
になることも明らかにできた。群集形成に影響を及ぼす環境要因に関する解析において
は、横浜市内には少なくとも 6つの止水性水生昆虫群集が形成されていることがわかっ
たが、群集間をまたいで出現する種の環境要因など、今後の課題も明らかになった。そ
の他、種の多様性に必要な環境要因及び群集形成に必要な環境要因では取り扱わなかっ
た農薬や外来生物との関係については、今後の課題とした。また、本研究で明らかとな
った環境要因を備えたビオトープを再現し、実際に予想した種が出現するのかや、群集
が形成されるのかについては、今後の検証を要する旨を述べたが、すでに横浜市内の小
学校内に異なる条件を備えたビオトープを造成して、本研究で明らかとなった環境要因
の整備と出現種との関係を検証中である。今後の継続したモニタリングを必要とするが、
設定した環境要素に対応した群集（本研究における E、F群集）での生息が期待される
種が出現してきているなど、ほぼ予想通りの種の出現が検証されつつある。更に、横浜
市における止水性水生昆虫の保全に向けて、普及啓発を目的に横浜版レッドデータブッ
クの作成を提案した。 
 
以上をまとめると、 
 本研究論文は、我が国の高度経済成長に伴って都市化された地域（横浜市）の水辺に
おいて、急速に減少したと考えられる止水性水生昆虫の現状と生息環境要因を明らかに
したものである。本研究の成果によって、どのような環境要素を具備すれば、どのよう
な止水性水生昆虫群集が再生可能であるのかという理論的な検証ができることとなり、
研究対象とした横浜市以外の都市部においても、ビオトープなどの水辺環境の再生や造
成時の基本構想や実施設計にあたって有効な情報を提供するとともに、貴重な止水性水
生昆虫の保全にも大きく寄与するなど、貴重な研究と評価できる。 
以上から本研究論文は、博士（環境情報学）の学位論文に値するものと判断する。 
 
 
